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本
日
、平
成
27
年
第
1
回
西
原
町

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
今
年
度
の
町
政
運
営
の
基
本
と

な
る
平
成
27
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
、

諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
ま
ず
町

政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の

一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　
さ
て
世
界
経
済
は
、
欧
州
経
済
に

お
け
る
債
務
問
題
や
ロ
シ
ア
、
中
国

経
済
な
ど
の
減
速
、鈍
化
、ま
た
原
油

急
落
で
原
油
輸
出
国
が
影
響
を
受
け

る
な
ど
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
に
お
い

て
は
政
府
が
昨
年
6
月
に
出
し
た
成

長
戦
略（
日
本
再
興
戦
略
改
訂
版
）で

「
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
共
に
新
た
に

地
方
創
生
担
当
相
を
設
け
、
そ
の
下

に「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
設
置
し
、
人
口
1
億
人
を
維
持
し

て
い
く
と
い
う
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
地
方
を
支
援
す
る
「
総
合
戦
略
」

を
ま
と
め
、
地
方
創
生
を
加
速
す
る

と
し
て
い
ま
す
。　

　
一
方
、
本
県
に
お
い
て
は
昨
年
11

月
16
日
に
行
わ
れ
た
沖
縄
県
知
事
選

挙
で
、米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
・

撤
去
・
県
内
移
設
断
念
を
求
め
た「
建

白
書
」
の
実
現
を
求
め
た
候
補
が
大

差
を
つ
け
当
選
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

私
た
ち
沖
縄
県
民
が
過
去
の
悲
惨
な

差
別
と
抑
圧
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

沖
縄
の
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
、

そ
の
強
い
意
志
を
国
内
外
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
「
基
地
経
済
に
よ
る
沖

縄
の
自
立
的
発
展
は
な
い
」
と
い
う

ス
タ
ン
ス
の
下
に
、
真
に
沖
縄
県
民

の
た
め
の
県
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、新
た
な
沖
縄
振
興
計
画「
沖

縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」や

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
一
括

交
付
金
）
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
4

年
目
を
迎
え
る
中
で
、
最
も
厳
し
い

本
町
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
一

括
交
付
金
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
の
理
念
を
活
か
し
た
町
民
協

働
の「
文
教
の
ま
ち
西
原
」の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
町
長
就
任
か
ら
2
期
目
の
3

年
目
を
迎
え
、
改
め
て
そ
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
今
後
と
も

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
町
民
の
負

託
に
応
え
る
た
め
、「
町
民
の
目
線
に

立
ち
　
町
民
本
位
の
町
政
」
を
基
本

理
念
に
、

一
　
平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な
し

　
　
平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一
　
町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進

一
　
町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う
予

　
　
算
執
行

一
　
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、職

　
　
員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

　
　
る
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、着
実
に
確
か
な

行
政
運
営
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
、
時
代
は
大
き
な
変
革
の
時
を

迎
え
て
い
ま
す
。国
も
、特
に
21
世
紀

初
頭
の
3
大
潮
流
と
言
わ
れ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
世
界
大
競
争
」「
少
子
・

高
齢
化
」「
高
度
情
報
化
」
の
波
を
受

け
て
、
そ
の
政
策
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
治
体
の
自

治
の
理
念
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

時
代
の
中
で
、
私
た
ち
は
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　「
改
革
と
創
造
」
は
、
私
た
ち
西
原

町
民
が
等
し
く
担
う
べ
き
テ
ー
マ
と

い
う
認
識
の
も
と
に
行
政
改
革
を
推

進
し
、財
政
の
健
全
化
、効
率
化
を
図

り
、
西
原
町
の
確
か
な
未
来
を
創
造

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
は
、極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

（
1
） 

第
20
回
西
原
ま
つ
り
開
催

（
2
） 

愛
和
保
育
園
園
舎
新
増
改
築

　
　

事
業

（
3
） 

西
原
南
小
学
校
区
へ
の
児
童

　
　

館
建
設
基
本
設
計
委
託
事
業

（
4
） 

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　
　

加
入
へ
の
取
り
組
み

（
5
） 

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光

　
　

拠
点
施
設
整
備
事
業
（
一
括

　
　

交
付
金
）

（
6
） 

地
域
型
就
業
意
識
向
上
支
援

　
　

事
業（
一
括
交
付
金
）

（
7
） 

農
業
経
営
支
援
事
業（
一
括
交

　
　

付
金
） 

（
8
） 

西
原
町
観
光
振
興
事
業（
一
括

　
　

交
付
金
）

（
9
） 

兼
久
安
室
線
街
路
整
備
事
業

　
　
（
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
）

（
10
） 

坂
田
小
学
校
校
舎
危
険
建
物

　
　

新
増
改
築
事
業

（
11
） 

坂
田
小
学
校
仮
設
校
舎
賃
借

　
　

事
業

（
12
） 

登
校
支
援
員
配
置
事
業（
一
括

　
　

交
付
金
）

（
13
） 

文
化
財
保
存
活
用
事
業（
歴
史

　
　

文
化
基
本
構
想
の
策
定
含

　
　

む
・
一
括
交
付
金
）

（
14
） 

尚
円
王
生
誕
6
0
0
年
記
念

　
　

事
業（
一
括
交
付
金
）

　
な
ど
、主
な
事
業
を
は
じ
め
、諸
施

策
に
つ
い
て
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
及

び
平
成
27
年
度
の
予
算
の
特
徴
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執
行
体
制

と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　　
執
行
体
制
に
つ
い
て
は
新
規
事
業

や
継
続
事
業
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

地
方
分
権
に
よ
る
権
限
移
譲
や
一
括

交
付
金
な
ど
に
よ
り
、事
務
事
業
、行

政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、国･

県
か
ら

の
事
務
の
権
限
移
譲
や
一
括
交
付
金

へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

西
原
町
行
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え

て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し

ま
す
。ま
た
、昨
年
締
結
し
ま
し
た
琉

球
大
学
、
西
原
町
商
工
会
と
の
包
括

連
携
協
定
に
よ
り
産
学
官
相
互
に
連

携
・
協
力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。な

お
、琉
球
大
学
附
属
病
院
・
医
学
部
の

移
転
問
題
に
関
し
て
は
、情
報
収
集
に

努
め
、適
宜
、そ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、
そ
の
地
域
に
お

け
る
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
あ
り

ま
す
。
町
民
は
最
大
の
顧
客
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
や
マ
ナ
ー
の
向
上
等
に
努

め
、
明
る
く
さ
わ
や
か
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
親
し
み
や
す
い
職
場

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。ま
た
、地
方
分

権
の
進
展
に
対
応
し
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
と
人
材
育
成
な
ど
一
層
の

資
質
の
向
上
と
職
場
の
活
性
化
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明

性
の
向
上
及
び
町
民
の
権
利
利
益
保

障
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法

及
び
関
係
法
令
の
改
正
に
基
づ
き
、

本
町
の
行
政
手
続
・
行
政
不
服
審
査

制
度
の
適
正
な
構
築
及
び
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
情
報
公
開

制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

　
広
報
、
広
聴
活
動
を
推
進
す
る
上

で
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
、
行
政
の

情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に
伝
達
す
る

と
と
も
に
広
く
町
民
の
声
を
聴
取

し
、
行
政
と
町
民
が
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
の
柱
で
も
あ
る
広
報
に

し
は
ら
は
、
町
民
に
よ
り
親
し
み
の

持
て
る
広
報
誌
を
目
指
し
て
紙
面
の

充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、今
後
と
も
内
容
の
充
実
・
改
善
に

努
め
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
の
提

供
を
図
り
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど

の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

て
、
多
様
な
ツ
ー
ル
を
通
じ
た
広
報

を
目
指
す
こ
と
で
町
民
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内
容
の

充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審

議
会
、
委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募

制
度
の
推
進
を
通
し
て
町
民
参
画
の

機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
各
種

団
体
な
ど
と
の
対
話
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。さ
ら
に
E
メ
ー
ル
、町
民

ア
イ
デ
ィ
ア
箱
、
窓
口
相
談
員
等
の

充
実
と
活
用
な
ど
、
き
め
細
か
な
広

聴
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
地
方
財
政
は
、急

速
な
高
齢
化
を
背
景
と
す
る
社
会
保

障
関
係
経
費
の
大
幅
な
増
や
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本

町
財
政
に
お
い
て
も
、歳
入
面
で
は
、

地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
・
地
方
債

に
依
存
し
た
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

自
主
財
源
の
確
保
は
、
最
重
要
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
宗
を
な
す
町
税
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
未
申
告
者
に

対
す
る
申
告
勧
奨
や
実
地
調
査
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、県
税
・
国
税
と
の

連
携
を
強
化
し
、
課
税
客
体
の
的
確

な
把
握
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
税
の
公
正
、
公
平
性
の
観
点

を
踏
ま
え
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

て
は
滞
納
処
分
を
行
い
、
そ
れ
で
も

納
付
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
不
動
産

公
売
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
ミ
ラ
ー
ズ

ロ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
し
、
滞
納
整
理

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

　
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と
収
納

確
保
に
努
め
、
引
き
続
き
口
座
振
替

の
推
進
及
び
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
円

滑
に
運
用
し
ま
す
。

　
町
有
地
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
引
き
続
き
積
極
的
に
処

分
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
人
件
費
な
ど
の
義

務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
、
弾
力
性

に
乏
し
い
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、歳
出
削
減
の
た

め
の
事
務
事
業
の
総
点
検
を
実
施
し
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、平
成
27
年
度
に
お
い
て

は
一
部
組
織
機
構
改
編
を
実
施
し
、

防
災
及
び
環
境
保
全
関
係
業
務
を
中

心
と
す
る
生
活
環
境
安
全
課
の
設

置
、
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
対
応
す
る
こ
ど
も
福
祉
課
を

設
置
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る

向
上
と
効
率
的
な
執
行
体
制
の
確
立

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
次
に
、平
成
27
年
度
主
要
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
、ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
で
定
め
ら
れ
た
4
つ
の
基
本
方
向

に
沿
っ
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）平
和
事
業
の
推
進

　
去
る
大
戦
で
は
10
数
万
人
の
県
民

が
犠
牲
に
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も

当
時
の
住
民
の
約
半
数
近
く
の
尊
い

命
と
多
く
の
財
産
、
そ
し
て
貴
重
な

文
化
遺
産
や
自
然
を
失
い
、
未
だ
に

不
発
弾
の
処
理
や
遺
骨
収
集
な
ど
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
私
は
平
和
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
町
政
の
最
重
要
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
沖

は
じ
め
に

1

執
行
体
制
と
行
財
政
の

確
立

2

「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

3

平成27年度　施政方針

「町民の目線に立ち
町民本位の町政」を
「町民の目線に立ち
町民本位の町政」を

3月5日の平成27年第1回西原町議会定例会で、上間明町長が述べた平成27年度施政方針は次のとおりです。


